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 こんにちは、ワーゲニンゲン大学修士 2 年生の玉
置都華です。留学生活も残り半年になってしまいま
した。前回は留学を開始して約 9 か月が経過した時
点で、ワーゲニンゲン大学への出願から合格まで、
留学開始してから感じた大学の雰囲気、授業などに
ついて書かせてもらいました。気づけば修論発表会
も終わり、残すところはインターンシップのみにな
りました。時の流れは本当に早いものだと日々感じ
ています。卒業後の進路をどうしようかそわそわ落
ち着かない毎日です。 
 
 今回は、私の経験をもとに海外大学院（特にワー
ゲニンゲン大学）での修士論文研究の過程について
紹介したいと思います。 
 
海外大学院での修士論文研究について 
 
 修士論文執筆から発表までの流れは、大学によっ
てはもちろんですが、プログラムによってもかなり
違うため、あくまでもワーゲニンゲン大学の 
International land and water management に所属する私
の例として参考にしていただければ幸いです。 
 
 私の専攻は、1 年生で授業を 60 単位、2 年生で論
文（36 単位）とインターン (24 単位) の合計 120 単
位を取得すると卒業することができます。論文はほ
とんどの学生が半年またはそれ以上、インターンは
最短 4 か月から長い人は半年以上かけるので、卒業
の時期は学生によりけりとなります。最速なら 1 年
10 か月で卒業でき、支払い済みの授業料の返還を申

請できます。2 年以上になる場合は授業料を追加で
払う必要があります。非 EU 圏からの学生は、とに
かく 2 年以内に卒業するよう頑張っている人が多く、
EU 圏の学生は授業料が非 EU 圏学生に比べてかな
り安いので、時間をかけている学生が多い印象です。 
 
 論文とインターンをする順番は自由で、早い人は
夏休みを返上し、1 年生が終わったすぐの 7 月中旬
から始めている同級生もいました。私の場合、夏は
再試と、家族や友達が来る予定が分かっていたので
9 月～2 月の半年で終わるように計画していました 
(結局 7か月かかりました)。 
 
 以下に研究を始めてから修士論文執筆までの流れ
をまとめます。 
 
 研究スタートから論文執筆までの流れ  

5月 
研究課題の決定、必修授業で研究手法を学
ぶ 

6-7月 
サポーター、受け入れ先探し、指導教官と
研究内容話し合い 

8月中旬 
修士論文契約書提出、受け入れ先との連
絡、航空券の手配、出発準備 

9月 10日 出発 

9月 
研究計画書執筆、提出、フィールドワーク
開始 

10~12月 
フィールドワーク、文献調査、指導教官へ
の報告、インドネシアを楽しむ 

1月~3月 
ワーゲニンゲンへ戻り、データ分析、論文
執筆、指導教官との話し合い 

1月下旬 口頭発表会予約 

3月上旬 要旨提出（発表会の 10日前締め切り） 

3月下旬 口頭発表会、論文提出 

 
 
 
研究課題の決定  (5月 ) 
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 研究課題の探し方として以下のパターンが挙げら
れると思います。 
 
1．大学の教授陣が取り組んでいる研究に入れても
らう 

2．企業、NGO などの研究プロジェクトに入れても
らう 

3．自分で研究を組み立て、サポーターを探して実
施する 

 
これはプログラムによってかなり違うようです。私
のプログラムは１～３どれでもできるようでした。 
 
 5 学期（3 月下旬～5 月頭）に Research Approach
という必修の授業があり、その授業で、研究課題の
決め方、研究計画書の書き方、手法、分析手法など
を学びました。この時点で、仮の研究課題を決めて、
自分がどんな研究をしたいかということをなにがな
んでも考えなければなりませんでした。また、指導
教官も研究課題の内容にあった先生に自分からアプ
ローチして、指導をお願いする必要がありました。 
 
 私の専攻は International とついているだけあって、
オランダ外でのフィールドワークが可能かつ推奨さ
れています。1 年目の授業を通して水管理が問題に
なるのは途上国が多く、現地に行くことでわかる現
状があることがあると思いました。そこで、泥炭地
があり、友達から文化やご飯の話を聞いて興味を持
っていたインドネシアを視野に入れ始めました。ま
さかオランダに来て、今度はインドネシアでフィー
ルドワークをするとは思ってもいなかったのですが、
他の国でのフィールドワークは良い経験になるだろ
うと考えインドネシアに行くための仮の研究計画書
を書き始めました。 
 
 指導教官はワーゲニンゲン大学を知るきっかけに
なった先生にラブコールをして、担当してもらいま
した。その先生の論文を読んでいなかったらワーゲ
ニンゲンには来ていなかったので、了承してもらっ
てとてもうれしかったです。 
 
サポーター、受け入れ先探し（6月 -7月）  

 仮の研究計画書には、インドネシアの熱帯泥炭地
における水管理の有用性というような内容で書き進
めていたのですが、調べれば調べるほどすでにさま
ざまな研究が行われている領域であり、連絡を取っ
た泥炭の専門の方々に自分のしようとしている研究
内容はすでに行われている等厳しいことも言われ、
かなり焦っていました。 
 
 その頃はすでに 7 月で、このままでは 9 月から修
士論文が始められないのではないかとびくびくして
いました。6 月から 7 月にかけては最終学期で、ス
ペインでの 1 か月間のフィールド授業をしており、
グループワークで精神的にやられていたことも重な
りかなりつらかったです。それでも、とにかく指導
教官に相談したところ、南スマトラで水管理の研究
を専門にしている先生を紹介していただけました。
わらにもすがる思いでメールを送ったところ、9 月
から来て大丈夫だよと連絡があったのが 7 月中旬で
した。そこから研究内容や現地でできることなどを
話し合い、8 月中旬に航空券を取り、9 月 10 日にワ
ーゲニンゲンを出発しました。ワーゲニンゲン大学
内でする研究とは違い、別の国に行くためにはワー
ゲニンゲン大学外のサポーターが必要になることが
多いので、早めにいろんな人にアプローチすること
が大切なのかなと思いました。 
 
インドネシア出発まで （8月）  

 ワーゲニンゲン大学では修士論文の研究内容が決
定したら、学生と指導教官で修士論文研究契約を記
入し、大学に提出する必要があります。また、入学
の際に研究費として 1400 ユーロを納めているので
その払い戻しの書類を提出する必要もありました。 
 
 条件を満たす学生は、ワクチンの接種や交通費の
補助が支給されることもあります。研究計画書は現
地に行かなければわからないことが多いことから、
到着後に書き始めるようにワーゲニンゲン大学の指
導教官に勧められました。ただ農地の水管理の研究
ができること以外あまりわかっていなかったので、
こんな状態で向かってよいのか不安な日々でした。 
 
 
インドネシアでの日々 (9月 -12月 ) 
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 パレンバンに到着すると、大学の学生と国際担当
の方が空港に迎えに来てくれました。初めの 2 週間
は、大学の農学部長の先生や関係者の方々に挨拶し
たり、新学期のイベントに参加してキーボードを弾
いたりしていました。指導教官と話しあって、どん
なデータがとれるのか、どの文献を読めばよいのか
アドバイスをいただき、9 月は研究計画書を書いた
り、新しくできた現地の友人にいろいろ連れまわし
てもらっていました。 
 
住居  

 スリウィジャヤ大学大学院が運営している、ゲス
ト用の Wismaウィスマという宿泊施設に滞在してい
ました。一人部屋で、机、ベット、テレビ台、洋服
たんす、シャワー、トイレがついていました。エア
コンもついていたので快適でした。ただ、窓が開け
られなかったことと、外の騒音がはっきり聞こえた
ので、はじめは少しつらかったです。同じ時期に日
本の大学院生と、パレンバンで学んでいるスーダン
人 4人が Wismaに住んでいたので、ご飯を一緒に食
べたり、言葉を教えあったり、パーティーをしたの
は良い思い出です。 
 
フィールドワーク  

 研究には、日水位、時間水位、測量、土壌サンプ
ル、インタビューのデータが必要だったので現地の
学生、農家さんの協力の下でデータを集めました。
フィールドは車で 1 時間半ほどかかるところに位置
していたので、滞在期間中は６回訪れ、データを集
めました。そのうち２回は農家さんのお家に泊まら
せてもらい、インドネシア料理を食べさせてもらっ
たり、子供と遊んだりしました。 
 
 水位の測定はかなり原始的で、特に 48 時間連続
で時間水位を測ったときは、毎時間ごとにバイクか
徒歩で測定管の設置場所に向かい、手計りだったの
でかなりしんどかったことを覚えています。一緒に
測定してくれたインドネシア人学生はぴんぴんして
いたのでとても助けられました。 
 
 インタビューは英語の質問票をグーグル翻訳で訳
してインドネシア人学生に見てもらい、修正したも
のを持参して、農家のリーダーの方と農家の方１０

人にインタビューをしました。インドネシア語が話
せない私に、みなさんとても快く答えてもらえてあ
りがたかったです。 
 
 フィールドワーク中にビデオを作ったのでよかっ
たら見てください笑（こちら）  
 
食べ物  

 インドネシアはストリートフード天国だったので、
4 か月の滞在中寮のキッチンで料理をしたのはたっ
たの 2 回でした。それ以外は、近くのレストランや
屋台で済ませていました。1 食が 200 円くらいで十
分おなか一杯になるのでありがたかったです。 
 
 おすすめのインドネシア料理は、ミーアヤム
（ Mie Ayam ） 、 バ ソ （ bakso ） 、 マ ル タ バ
（Martabak）、ゴレンガン（Gorengang）、ナシゴレ
ン（Nasi Goren） 、サテ （Sate）、ソトアヤム
（Soto Ayam）、ミーチョロー(Mie Chelor)、ナシ
パダン  (Nasi Padang)、アヤムバッカール (Ayam 
Bakar)、イカンゴレン(Ikan Goren)、サトウキビジュ
ース、アボカドジュース、ドリアンアイス、マンゴ
ーなどなど数え切れません！特に、スマトラ島のパ
ダン地域のパダン料理は辛いですが慣れるとすごく
おいしかったです。手で混ぜて食べるナシ（ごはん）
シリーズもとてもおいしいです。 
 
 よく衛生面のことを聞かれますが、2 回ほど体調
を崩した以外は全く平気でした。そのときはコンビ
ニで売っている漢方薬のようなものを飲んで、水を
飲んで、ひたすら寝ていました。基本的にはお店を
ちゃんと選べば大丈夫だと思います。また、水はボ
トル入り飲料を飲んでいました。空腹時に冷たいも
のや辛い物を食べることも避けたほうが良いです。 
 
インドネシア人の性格  

 とっても人懐っこくて、日本人だと伝えるだけで
ありがとう～こんにちは～と話しかけてくれたり、
街中でも一緒に写真を取ろうと頼まれたり（たまに
強引だなと思う時もありましたが笑）、かなりフレ
ンドリーです。英語はなかなか通じないので、簡単
なインドネシア語を覚えて話すと喜んでもらえまし
た。一度、携帯の充電がなく路上で困っているとき、
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目の前にいた方がまさかの充電器を貸してくれた時
は本当にありがたかったです。ムスリムの女性はヒ
ジャブを巻いていますが、いろんな柄や巻き方、ブ
ローチと組み合わせていて見ていていつも楽しかっ
たです。 
 
交通手段  

 パレンバンは交通機関があまり発達しておらず、
歩行者道も狭く、舗装されてないことが多いので、
移動手段はだいたいバイクか車でした。友達のバイ
クの後ろに乗せてもらうか、GOJEK を使っていま
した。GOJEK は、アプリに現在地と目的地を入力
すると数分で近くのドライバーが迎えに来てくれる
タクシーサービスです。ちゃんとヘルメットとマス
クを渡してくれ、初乗りは 60 円くらいだったので、
とてもお世話になりました。GOJEK のサービスは
バイクタクシー以外にも、ご飯をデリバリーしてく
れる GOFOOD や、車を呼べる GoCAR などのサー
ビスもあり今インドネシアでは流行っているようで
す。事前にお金をアプリにチャージすれば、キャッ
シュレスで利用でき、ポイントもたまります。チャ
ージはコンビニか運転手さん経由でできます。 
 
 バイクに乗る機会が今までほとんどなかったので
はじめは不思議な気分でしたが、渋滞の多い街中で
は、するする通り抜けられるバイクは快適でした。
Trans Musi というバスに乗ることもあったのです
が、並ぶ習慣のないインドネシア人学生といつも椅
子取りゲーム状態で乗るまでが大変でした。調査地
へは担当の先生と車で向かっていました。田舎のほ
うへ行くほど道路が舗装されていないことが印象的
です。 
 
旅行  

 ビザの更新のため一度インドネシアを出る必要が
あったので、11 月初旬にシンガポールに行きました。
また、ジョクジャカルタとジャカルタにも行き北大
時代に知り合った友人や、ワーゲニンゲン大学の同
期に再会できたのもうれしかったです。 
 
 イ ン ド ネ シ ア の 滞 在 最 終 週 は 、 JICA と
WetlandInternational、そして FAO のジャカルタオフ
ィスを訪問させてもらい、実際に働いている方のお

話を聞かせてもらったのも良い経験になり進路を考
えるうえで役に立ちました。 
 
ゴミ拾い活動  

 インドネシア滞在中、お向かいの日本人学生と一
緒にゴミ拾い活動をしていました。パレンバンでは
町中や道路のゴミが非常に目につき、ごみをごみ箱
に捨てるということがあまり習慣化されていません。
そこで Wismaの周辺や、市民公園でゴミ拾いをして
少しでも意識の向上をしてもらえるように活動しま
した。現地の NGO と協力したり、大学の授業にお
邪魔して学生にアイディアを共有したりする機会も
得られたので、今夏に開催されるアジアゲームに向
けて少しでもポイ捨ての現状が改善されればよいな
と思います。 
 
 ゴミ拾い活動を facebook と Instagram で広めてい
ました。今でも細々と情報を共有しているのでよか
ったらいいね！をお願いします！（こちら） 
 
ワーゲニンゲンに戻ってから  (1月 ) 

 熱帯気候から一変して冬のオランダはかなり違い
ました。どこかで帰るのを心待ちにしていた一方で、
インドネシアのにぎやかな雰囲気と打って変わって
オランダは静かで寒く、寂しい気持ちになったこと
を覚えています。帰ってきてからデータの分析を始
めましたが、なかなかはかどらず、しばらく悶々と
していました。このころからインターンシップも探
し始め、応募も同時並行でしていたので、バランス
が取れていなかったのかもしれません。そのような
中でも、他の国へ行っていた同級生と思い出話や状
況報告をしあったり、スタディアドバイザーと話し
たり、友人と料理をするなどしてなんとか気持ちを
維持していました。 
 
 
口頭発表会  (3月 ) 

 Wageningen University では口頭発表会のことを
Colloquium と呼び、修論評価の 5-10％を占めます。
Colloquium は学生が希望する日を各自で予約するシ
ステムとなっていて、北大で経験した、同じ専攻の
学生が全員同じ日に発表会をするわけではありませ
ん。なので、同級生でも修論発表会を終える日にち
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が違うことになります。また、発表会の 10 日前ま
でに要旨を作成して専攻の秘書課にメールで送る必
要があります。発表会と発表者の情報はメーリング
リストで当日までに関係者に一斉送信されます。 
 
 発表会当日は、同級生のスペイン人と私の枠が
12：30 からスタートしました。指導教官はもちろん、
修士一年生やほかの専攻の先生が 30 人ほど来てい
ました。服装は自由だったので、私はインドネシア
の伝統衣装を着て臨みました。発表 15 分質疑応答
15 分で、とても緊張しましたが、終わった後に指導
教官や友人から「ちゃんと一貫性があってよかった
よ！」と言われたときはとてもうれしかったです。 
 
ワーゲニンゲン大学での修士論文を通して  

 すべては自分次第、ということです。自主性しか
求められなかった 7 ヶ月でした。指導教官によると
思いますが、私の指導教官はワーゲニンゲンもイン
ドネシアの先生も放任タイプで、もちろん質問をす
れば相談に乗ってくれたのですが、自分で考えなけ
ればいけない時間が 9 割を占めていた気がします。
常に自問自答し、初心に帰り、インドネシアで取れ
なかったデータを惜しむこともあり、研究の難しさ
や計画性の重要性を身にしみて感じました。わから
なかったら聞く！助けを求める！というのも大事で
した。 
 
 私は周りの影響を受けやすいので、特に 2 月から
3 月にかけて口頭発表会ラッシュが続き、友人がど
んどん終えていくのに不安を掻き立てられました。
ただ、あせりと比較は禁物だと、最後のほうでやっ
と気が付きました。とにかく毎日考えて、文献を読
んで、友達と話して、最後の最後になって筋が完成
して、なんとか乗り切れたという感じです。発表会
を終えて、同級生と写真を撮って、ビールを飲んだ
ときは非常に感動しました。 
 
ライティングについて  

 私はライティングにずっと苦手意識を持っている
ので、少しでも改善するためにしたことを紹介した
いと思います。 
 ワーゲニンゲン大学では MOS モジュールという
スキルアップのコースを 2 科目取ることが必須だっ

たので、そのうちの 1 つとして Scientific Writing 
を取りました。授業では、なぜ書くことが重要なの
か、論文のレイアウト、書き方のルール、引用の仕
方、シンプルに伝える方法、図表の挿入方法、あり
がちなミスなどたくさんのことを学ぶことができま
した。このパワーポイントは何度も見返しています。 
 
 また、Grammarly という英文添削ツールの無料版
（論文の仕上げには有料版を友人と共同購入して使
いました）を使って、レポートを書くたびにスペル
チェックや受動態の摘出などに役立てていました。
ネイティブの友達に添削してもらい、自然な言い回
しを学んだり、ウェブで公開されている使える言い
回しや、他の人の論文からそのまま一文を真似して
みたり、ライティングを伸ばすための本も読んだり
しました。Mendeley は論文執筆のための文献管理に
大変役に立ちました。ぜひ Desktop 版のダウンロー
ドと Word へのプラグインをお勧めします。グーグ
ルクロームを使っている方は Grammarlyと Mendeley
の拡張機能も併せて利用するのをおすすめします。 
 
今後について  

 ワーゲニンゲン大学の学生としての生活も 4 か月
を切りました。研究は終わったときの達成感はある
ものの、自分には向いていないのではないかと思う
ようにもなり、今までやってきた農業環境分野は大
好きでも、新たな世界に飛び込むのも面白いのかも
しれないと考え始めました。現在はドイツの環境エ
ンジニアコンサルタントで、泥炭地関連研究の手伝
いをしています。ワーゲニンゲンに住んでないので、
すでに学生じゃない気分になります泣 
 
 留学当初は、卒業後は国際機関で働きたいと漠然
と思っていましたが、実際に国際機関でインターン
や働いている方のお話を聞くと、働いている人の性
格やバックグラウンドを聞いて、まだまだ実力や経
験が足りないなと感じる日々です。今のところは次
これやってみたいかも、面白そうかもという気持ち
を大事にして次の行き先を決めていきたいと思って
います。環境は大事ですが、結局は自分次第でどう
にでもなるのかなと、インドネシアで学んだ気がし
ます。 
 



 

 

大志を抱け、海外大学院留学への道/体験談/オランダ 

 修士論文の過程では、たくさんの人に励ましても
らい、アドバイスをいただき、情報を共有していた
だきました。この寄稿文も少しでも誰かの役に立て
ば幸いです。 
 
 
 


